
　【給与総額】 ５０代の一般男性社員の５２％が給与総額３５万円未満

５０代の管理職の７４％が給与総額５０万円未満

２０代の一般男性社員は、中位数が、２５７千円から２４４千円になった。 -13 千円減

給与総額が２５万円未満の人の比率は、４４％→５５％へと増えた。

３０代の一般男性社員は、中位数が、３１８千円から３０７千円になった。 -11 千円減

　リーマンショックは平成２０年１０月に起きました。東日本大震災は平成２３年３月１１日に発生しました。これを機に日本の民間社員 給与総額が３０万円未満の人の比率は、68％→74％へと増えた。

の給与は一気に落ち込んでいます。その落ち込みぶりをここに発表致します。

４０代の一般男性社員は、中位数が、３５５千円から３３６千円になった。 -19 千円減

　比較した給与データ 給与総額が３５万円未満の人の比率は、４７％→５９％へと増えた。

　平成１９年度の給与（平成１９年６月分の給与および平成１９年夏賞与および平成１８年冬賞与） サンプル数 20,227 人

　　　↓ ５０代の一般男性社員は、中位数が、３６１円から３４７千円になった。 -14 千円減

　平成２２年度の給与（平成２２年６月分の給与および平成２２年夏賞与および平成２１年冬賞与） サンプル数 12,579 人 給与総額が３５万円未満の人の比率は、４４％→５２％へと増えた。

　調査対象企業 愛知県に本社を持つ、社員３００人以下の中小企業　（１社平均６０人）　北見事務所の顧客が主体 ２０代の一般女性社員は、中位数が、２０４千円から２０３千円になった。 -1 千円減

給与総額が２５万円未満の人の比率は、９０％→８９％になった。

　用語解説：中位数とは、１００人いたら、その５０番目の人のこと。平均値ではない。

３０代の管理職の給与総額は、中位数が、３８７千円から３７４千円になった。 -13 千円減

  注：年収と賞与は、勤務年数１年以上の人のみを調査。給与は勤務年数を問わず。年収・給与総額・賞与は、それぞれの中位数 給与総額４０万円未満の人の比率は、５８％→７０％になった。

であるために、合計値合ず。

４０代の管理職の給与総額は、中位数が、４３５千円から４２６千円になった。 -9 千円減

平成23年7月作成 ㈱北見式賃金研究所　北見昌朗 給与総額４５万円未満の人の比率は、５８％→６２％へと増えた。

５０代の管理職の給与総額は、中位数が、４６１千円から４５３千円になった。 -8 千円減

ポイント ２０代の男性社員で給与総額２５万円（手取り２０万円）未満の人は４４％→５５％に！ 給与総額４５万円未満の人の比率は、６７％→７４％へと増えた。

５０代の一般男性社員で年収５００万円未満の人は４１％→５４％に！

５０代の管理職で年収７００万円未満の人は47％→６２％に！ 　【年間賞与】 勤務年数１年以上の社員の中で、賞与がゼロだった人の割合は、２％→５％に増えた。

賞与がゼロか、寸志（３０万円未満）程度の人は、50代の一般男性社員の２２％に！　つまり5人に1人は賞与ナシ 賞与不支給だった会社の比率は、２％→６％に増えた。

20代の一般男性社員の最多層は「６０万円以上９０万円未満」→「６０万円未満３０万円以上」に移った

３０代の一般男性社員の６６％が賞与９０万円未満に！

　【年収】 ５０代の一般男性社員の５４％が年収５００万円未満に！ 50代の一般男性社員の中で、賞与ゼロおよび寸志（３０万円未満）の比率は８％→２２％に増えた。

２０代の一般女性社員の５３％が年収３００万円未満に！ ２０代の一般女性社員の６６％が賞与６０万円未満に！

５０代の管理職の６２％が年収７００万円未満に！ 女性社員の中で、賞与がゼロか寸志（３０万円未満）の人の比率は、20代で１８％だが、50代だと31％に

５０代の管理職の最多数は「150万円以上200万円未満」→「６０万円未満」に移った

２０代の一般男性社員は、中位数が、４０３０千円から３５５６千円になった。 -474 千円減

年収４００万円未満の人の比率は、４９％→７２％へと増えた。 ただし、これは賞与ゼロの人を含むデータです。北見事務所はこれまで「賞与ゼロの人」を除外して賞与を

算出しきましたので、過去のデータとは異なる内容になっています。

３０代の一般男性社員は、中位数が、４９０８千円から４４８８千円になった。 -420 千円減 ２０代の一般男性社員は、中位数が、７５４千円から５４０千円になった。 -214 千円減

年収４００万円未満の人の比率は、53％→7０％へと増えた。 賞与６０万円未満の人の比率は、２９％→５８％へと増えた。

４０代の一般男性社員は、中位数が、５３０８千円から４７６２千円になった。 -546 千円減 ３０代の一般男性社員は、中位数が、９７８千円から７２５千円になった。 -253 千円減

年収５００万円未満の人の比率は、３９％→５８％へと増えた。 賞与９０万円未満の人の比率は、４３％→６６％へと増えた。

５０代の一般男性社員は、中位数が、５３０４円から４８３６千円になった。 -468 千円減 ４０代の一般男性社員は、中位数が、９７６千円から７１０千円になった。 -266 千円減

年収５００万円未満の人の比率は、４１％→５４％へと増えた。 賞与９０万円未満の人の比率は、４３％→６６％へと増えた。

２０代の一般女性社員は、中位数が、３０８２千円から２９６７千円になった。 -115 千円減 ５０代の一般男性社員は、中位数が、９１９円から６５８千円になった。 -261 千円減

年収３００万円未満の人の比率は、４３％→５３％へと増えた。 賞与９０万円未満の人の比率は、４８％→７１％へと増えた。

３０代の管理職の年収は、中位数が、５９７１千円から５５０３千円になった。 -468 千円減 ２０代の一般女性社員は、中位数が、６２９千円から４８７千円になった。 -142 千円減

年収６００万円未満の人の比率は、５１％→６９％へと増えた。 賞与６０万円未満の人の比率は、４５％→６６％へと増えた。

４０代の管理職の年収は、中位数が、６９００千円から６３５４千円になった。 -546 千円減 ３０代の管理職の賞与は、中位数が、１２４５千円から１０１８千円になった。 -227 千円減

年収７００万円未満の人の比率は、５２％→６９％へと増えた。 賞与１２０万円未満の人の比率は、４７％→６７％へと増えた。

５０代の管理職の年収は、中位数が、７１２５千円から６５７０千円になった。 -555 千円減 ４０代の管理職の賞与は、中位数が、１５４４千円から１１７５千円になった。 -369 千円減

年収７００万円未満の人の比率は、４７％→６２％へと増えた。 賞与１２０万円未満の人の比率は、３２％→５２％へと増えた。

５０代の管理職の賞与は、中位数が、１５３５千円から１０３５千円になった。 -500 千円減

賞与１２０万円未満の人の比率は、３２％→６１％へと増えた。

   ﾘｰﾏﾝ直撃！年収ガタガタに　平成19年度→22年度


